
臓器の中で一番大きな肝臓。その大きさは約 1㎏～ 1.5 ㎏にもなります。
そんな肝臓ですが、「沈黙の臓器」と呼ばれているのをご存じですか？
肝臓は予備機能が高いため、正常であれば 85％ほど切除しても問題なく機能すると言われています。
そんな我慢強い臓器だけに、何か異変が起こっていても症状として現れるのは病気が進行してからで、
自覚症状のないまま病気が進行していくことも多く、注意が必要です。

肝疾患は「慢性」と「急性」に分けられますが、ウイルス性、非ウイルス性に関係なく、肝臓での
軽い炎症が半年以上続いている状態を『慢性肝炎』といいます。気付かぬうちに病気が進行し、炎
症で傷ついた肝細胞の修復が追いつかなくなると肝硬変や肝がんになる可能性もあるので、注意が
必要です。

　 体に必要なたんぱくなど 
　 の栄養素の合成・貯蔵

有害物質や薬剤の
解毒・分解

食べ物の消化に必要な
胆汁の合成・分泌

近年は健康診断を受ける成人の約 2～3 割に脂肪肝が認められます。脂肪肝は食べ過
ぎや肥満、お酒の飲み過ぎによって、肝臓内に脂肪がたまってしまう病気です。脂肪肝からさらに
慢性的な炎症が起こると、肝硬変や肝がんへと進行してしまうこともあります。
慢性肝炎は症状が出ないため、人間ドックや健康診断で定期的な血液検査を受けること、脂肪肝を
予防・改善することが大切です。

『ウイルス性』 － 様々な種類がありますが、おもに『A型』から『E型』までの肝炎ウイルスが
　　　　　　　  原因となります。
『非ウイルス性』 － 脂肪肝、アルコール性、薬剤性、自己免疫性などがあります。
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